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1.はじめに
専修大学北海道短期大学正員細川瀬
室蘭工業大学正員尾崎認
室蘭工業大学正員菅田紀之
コンクリートの耐硫酸塩性を向上させるには、耐硫酸塩セメントの使用やボゾランの添加などの対策が一
般的であるが、最も基本的で重要な対策としては水密性の高いコンクリートを作ることが挙げられる。真空
処理コンクリートでは、水セメント比の小さな密実なコンクリートが得られることから耐硫酸塩性の改善が
期待できると思われる。
本研究では、真空処理コンクリートの耐硫酸塩性を空隙率の測定結果と併せて検討を行った。
2.実験概要 表-1 コンクリートの配合
屋外地面上に、!享'd10畑、面
積3.8x 1. 55皿の床版を4面打設
した。うち200はAEコンクリ
ート、他の2商は nonAEコン
クリートとした。セメントは普
通ボルトランドセメント、組骨材は砕石、細骨材は陵砂、
混和剤はAEコンクリートではAE減水剤、 nonAEコ
ンクリートでは減水剤を用いた。表-1にコンクリート
の配合を示す。
AEコンクリートはスランプ 9.4側、空気量5%で、
nonAEコンクリートはスランプ 3c皿、空気量 2.1%で
あった。
締固めには棒状振動機を用いたf也、表面振動機を用い
てコンクリート表面を仕上げたあとフィルターマットで
フレッシユコンクリートを覆い、その上に真空マッ
トを被せて、図-1に示すようなシステムで真空処
理を行った。真空処理時聞は30分とし、養生は乾燥
1.5 
竺a
を防ぐためにコンクリート版上に水を張って行った。~8， 1.0 
5 耐硫酸塩性試験は200Cに保った硫酸ナトリウム10
%溶液に24時間の浸漬と24時間の800Cの炉乾燥を 1
サイクルとする促進試験を行い、動弾性係数、重量、
長さ変化を測定した。また促進試験終了時のコンク
リート供試体から試料を採取し、 JISR 5202に準拠
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図-1 真空処理システム
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して深さ方向の三酸化硫黄の分布を測定した。供試 図-2 サイクル数と長さ変化の関係
体は材令28日のものをコンクリート版から10x10x 
25cmになるように切り出し、測定には各床板について 3個用いた。
3.結果及び考察
真空処理によって、水セメント比はAEコンクリートで48.5%から37.1% (脱水率23.7%)に、 nonAE 
コンクリートで53.4%から44.0%(脱水率17.8%)に減少し、 AEコンクリートにおいて高い脱水効果が示
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された。 さ
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図-2に長さ変化とサイクル数の関係を、また図 星
-3に相対動弾性係数変化とサイクル数の関係を示 i 80 
す。相対動弾性係数の変化をみると、 AEコンクリ E 
一トの無処理および n即0叫I
のものが7サイクル付近で急j激数に低下しているのに 3 
対して、 AEコンクリートの真空処理を施したもの
および nonAEコンクリートの真空処理を施したも 10 Number 01 cyc同s
のが1サイクル付近で低下の傾向を示しており、若 図-3 サイクル数と相対動弾性係数の関係
干の改善効果が見られる。また長さ変化においても
5 
同様の傾向が見られる。しかし国一4に示してある 4 
表乾重量変化とサイクル数の関係では各シリーズ間 53 
に大きな差は見られない。対象とする重量の増加の ( 2 
差が微妙なものであるため供試体の単位体積重量の 51 
義によって打ち消されたためであると思われる。 言。
国一 5に相対動弾性係数が60%に低下するときのサ -1 
イクル数とコンクリートの吸水率より求めた空隙率
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の関係を示す。これによると空隙率を減少させるこ 図-4 サイクル数と重量変化の関係
とによって硫酸塩による劣化が抑えられていること
がわかる。特に脱水効果の高かったAEコンクリー
トでは60%に達したサイクル数で比較すると無処理
のもので1サイクル、真宗処理を施したもので25サ
イクルと約2倍に改善されている。
図-6に深さ方向における三酸化硫黄の分布の測
定結果を示す。ここでは縦軸を絶乾時のコンクリー
_14 
X 
10 15 20 25 
Num回 r01 cyc嗣
30 トに対するさ酸化硫黄の重量比としている。表層か
ら1c皿までにおいて各種類ともに 1%前後であるの
に対して、深さ 1c皿...2 cmにおいて真空処理を施し
たものは無処理の1/2に減少しており、硫酸塩の浸
図-5 空隙率と相対動弾性係数カ'60%に
低下するときのサイクル数の関係
透が妨げられていることがわかる。
4.おわりに
真空処理はコンクリート中の不要水分を抽出させ、
水セメント比を減少させる。このとき大気圧による
圧密作用によっても空隙率が小さく水密性の高いコ
ンクリートとなるので、硫酸塩の浸透が妨げられ、
耐硫酸塩性に効果があると思われる。本研究では、
脱水率の高かったAEコンクリートにおいて、相対
動弾性係数が60%に逮したサイクル数で比較して約
2倍の改善効果が確認された。
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図-6深さ方向の三酸化硫黄の分布
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